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専門研修プログラム紹介
病院クローズアップ：静岡医療センター
初期・専門研修プログラム紹介

理事長   楠岡  英雄  くすおか ひでお

2040年を見据えた医療を推進
日本の将来の医療を支える
主役となる医師へ

PROFILE

　国立病院機構は、平成16年4月
に国の機関から独立行政法人に移
行しましたが、国の政策として担う
べき5疾病（がん、脳卒中、急性心筋
梗塞、糖尿病、精神疾患）、5事業
（救急医療、災害時医療、へき地医
療、周産期医療、小児医療）を中心
に日本の医療を支え続けています。
　加えて、結核や重症心身障害、
ALS、筋ジストロフィーをはじめと
する神経・筋疾患、心神喪失による
他害行為を行った者への精神科医
療、アルコールやギャンブル、近年
ではスマホの依存症治療など、他の
医療機関では難しいセーフティネッ
ト分野の医療も担っています。
　診療以外に「教育研修」も重要
な役割であり、多彩な診療機能や
病院ネットワークなどの特色を活か
した学生の卒前教育（教育実習）と
質の高い医療従事者の育成にも力
を注いでいます。国立病院機構では
現在の初期臨床研修制度が始まる
前から複数診療科による総合研修
や、専門医教育に関しても豊富な症
例を万遍なく経験できるプログラム
制度を先駆的に実施し、数多くの優

れた医師を輩出してきました。
　また、豊富な症例数を活かした
国際水準の臨床研究や企業治験が
活発に行われていることも特徴であ
り、質の高い「診療」・「教育研修」・
「臨床研究」という3つの柱を理念
として一体的に推進し、各都道府県
における医療の中心的な役割を
担っています。

　国立病院機構では、2019年から
第四期中期計画期間が始まり、国
の方針でもある「地域包括ケアシス
テム」の構築を2025年までに実現
するため、「病院が実施したい医
療」から「病院の機能に応じて地域
から求められる医療」へ、そして在
宅医療との連携を強化し、「治す医
療」から「治し、生活を支える医療」
への転換を図っています。

　また、2040年には高齢人口が
ピークとなり、社会保障問題など医
療状況は厳しくなると予想されてい
ます。国立病院機構では、20年後
の医療も視野に入れ、将来にわたっ
て質の高い医療サービスを継続す
るための業務運営を行っています。
その一つとして注力しているのがホ
スピタリスト（総合医）の育成です。
今後は更なる高齢化により、複数の
疾患を持つ患者さんが増加し、広
範囲の疾患をカバーできるホスピタ
リストを中心に臓器別専門医がアシ
ストする医療体制が欠かせません。
これからの日本の医療にホスピタリ
ストは重要な存在であり、日本の将
来の医療を担う人材育成、教育環
境のさらなる充実を図っていきたい
と考えています。

　研修医や専攻医の方々には、知
識や技術の習得はもちろん、人間力
も育んでほしいと思います。人間的
に信用されていなければ、いくら高
いスキルを持っていたとしても、そ
れを十二分に発揮することはできま
せん。質の高い医療を提供するに

は、患者さんやご家族との信頼関係
を築き、説明責任をしっかり果たす
ことが大切ですし、チーム医療にお
いても信頼関係が重要であり、人間
力は欠かせません。人間力を身につ
けるには、まず他人から自分はどう
思われているのかを知ることです。
研修中は余裕がなく、目の前のこと
だけに集中してしまいがちですが、
ときどきは落ち着いて周りを見渡
し、自分を客観的に見ることをぜひ
意識してください。
　医学生や若手医師の方々は人口
急減、高齢者人口がピークとなる
20年後の日本の医療を支える大
切な担い手です。国立病院機構の
特色を活かした研修や研鑽を通し
て、将来の日本の医療を支える主
役として個性や能力を思う存分発
揮し、大いに活躍してほしいと思い
ます。
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大阪大学医学部 卒業
大阪大学医学部附属病院
桜橋渡辺病院
大阪大学工学部 助手
大阪大学医学部 助手
ジョンズホプキンス大学医学部 助教授
大阪大学医学部附属バイオメディカル教育研究センター 助教授
国立大阪病院 臨床研究部長
国立大阪病院 副院長
独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 院長
独立行政法人国立病院機構 理事（非常勤）
独立行政法人国立病院機構 理事長

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月


